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☺ ６年生「被爆体験講話」 

浦安被爆者つくしの会の方を講師にお招きし

て、被爆の朗読劇「伝えたい あの日のことを」

と、被爆されたご家族の体験についてのお話を伺

いました。 

参加した６年生は、熱心に話に耳を傾けながら、

想像力を働かせ、真剣に考えている様子でした。 

子どもたちの感想から（それぞれ一部抜粋） 

◆けんかや争いにならないようにする。人が嫌だと思うことをしない。 

◆戦争が二度と起こらないように、自分でどうすればいいのかを考えたいと思いました。 

◆助け合う、やさしい気持ちをもつこと。 

◆戦争をなくすのはむずかしいことだと思うけど、身の回りで起きるケンカや暴力などは、

自分たちで解決できることだから、言葉を使い、身の回りから平和にしていきたい。 

◆頭の良い人たちが、国のトップになったりするのに、子どもができる話し合いができな

いのは不思議だと思った。 

◆この平和は当たり前じゃないから、この平和を守っていきたいと思う。 

◆戦争についてもっと知ること。 

◆武力だけでは人が傷つくだけで、何も進まない。 

◆他人事だと思っていたらだめ。 

◆自分たちができることは少ないけれど、核兵器を無くすことを訴え続けることは大切だ

と思いました。 

◆話を聞いて、原爆の恐ろしさや、戦争をやってはいけないという気持ちが強くなった。 


